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●
お
知
ら
せ

5
月
号
は
5
月
12
日
よ
り
順
次
発
送
す
る

計
画
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://tetsudo-ob-honbu.com
/

い
ま
す
。

日
本
の
人
口
問
題
、ご

存
知
の
通
り
、深
刻
度
は

地
球
上
で
最
先
端

（
最
悪
）
と
さ
れ
、

医
学
の
進
歩
等
で

寿
命
が
伸
び
る
一

方
、出
生
数
の
激

減
で
、少
子
高
齢

化
が
異
次
元
の
高

ま
り
を
見
せ
る
正

念
場
を
迎
え
て
い

ま
す
。
文
明
進

化
・
先
進
国
化
の

宿
命
と
捉
え
る
向

き
も
あ
り
、他
の

国
々
が
日
本
の
軌

跡
を
辿
る
と
予
測

さ
れ
、言
わ
ば「
日

本
型
先
行
モ
デ

ル
」
の
推
移
が
注

目
さ
れ
て
い
ま

す
。さ

て
、
我
々

「
鉄
道
O
B
会
」、

言
う
ま
で
も
な
く

現
役
を
終
え
た
者
の
集

団
で
あ
り
、そ
れ
な
り
に

齢
（
よ
わ
い
）
を
重
ね
た

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
佳

き
2
0
2
6
年
の
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
年
の
革
（
あ
ら

た
）
ま
る
年
頭
は
、既
に

整
理
済
み
と
し
た
事
柄

の
お
さ
ら
い
も
無
意
味

で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
、こ
の
国
の
最
重
要
課

題
の
1
つ
で
あ
る
と
同

時
に
、我
が
O
B
会
に

と
っ
て
も
ま
さ
に
当
事

者
問
題
で
あ
る
「
人
口
問

題
」（「
少
子
高
齢
化
問

題
」）
を
振
り
返
っ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、「
2
0
2
5

年
問
題
」
の
年
と
さ
れ
、

「
団
塊
の
世
代
」
全
て
が

「
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以

上
）」
と
な
り
、国
民
の
5

人
に
1
人
が
75
歳
以
上

の
国
と
な
り
ま
し
た
。
想

定
を
超
え
る
ペ
ー
ス
で

進
行
す
る
少
子
化
と
相

俟（
あ
い
ま
）
っ
て
、数
々

の
社
会
問
題
の
高
度
化

（
悪
化
）
が
懸
念
さ
れ
て

会
員
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て

様
々
な
経
験
を
積
み
、豊

か
な
知
見
を
備
え
た
人

間
集
団
で
す
。
そ
の
平

均
年
齢
は
78
・
7
歳
（
東

日
本
鉄
道
O
B
会
・

2
0
2
4
年
度
末
）
で
あ

り
、こ
こ
数
年
大
き
な
変

化
は
あ
り
ま
せ

ん
。
79
歳
と
言
え

ば
、昭
和
21
年
頃

の
生
ま
れ
、国
鉄

入
社
は
、昭
和
39

年
か
ら
40
年
代
中

頃
で
し
ょ
う
か
。

冒
頭
に
触
れ
た

団
塊
の
世
代
は
、

昭
和
22
〜
24
年
生

ま
れ
の
第
1
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
で

あ
り
、3
年
間
の

出
生
数
は
8
0
6

万
人
（
各
年
2
7

0
万
人
前
後
）、直

近
の
出
生
数
が

70
万
人
弱
で
あ
る

こ
と
を
思
う
と
、

隔
世
の
感
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
団
塊

の
世
代
、現
在
76

〜
78
歳
、昭
和
40

年
代
に
当
時
の
国
鉄
に

も
大
勢
入
社
さ
れ
、国

鉄
・
国
鉄
改
革
・
新
生

J
R
で
尽
力
さ
れ
、そ
し

て
今
は
O
B
会
で
も
主

力
の
世
代
で
す
。
我
が

鉄
道
O
B
会
、半
数
以
上

は
こ
れ
よ
り
古
い
世
代

の
方
々
で
す
が
、こ
の
先

輩
方
が
、諸
行
事
等
で
元

気
に
活
動
さ
れ
、J
R
の

昨
今
の
動
向
に
も
関
心

高
く
、様
々
な
応
援
に
も

労
を
惜
し
ま
な
い
姿
勢

に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

数
々
の
悩
ま
し
い
社

会
問
題
と
一
緒
に
語
ら

れ
る
事
の
多
い
本
件
で

す
が
、最
後
に
、高
齢
者

（
シ
ニ
ア
）
世
代
に
寄
せ

る
期
待
の
声
を
紹
介
し

ま
す
。
幅
広
く
活
躍
中

の
寺
島
実
郎
氏
は
、そ
の

著
書
（『
21
世
紀
未
来
圏

　

日
本
再
生
の
構
想
』）

の
中
で
、「
高
齢
者
を
社

会
的
課
題
の
解
決
を
支

え
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と

考
え
、参
画
と
活
用
を
考

え
る
べ
き
」「
社
会
を
支

え
る
活
動
へ
の
高
齢
者

の
参
画
が
、社
会
の
安

定
、民
主
主
義
の
成
熟
に

と
っ
て
重
要
な
意
味
を

も
つ
」と
し
、そ
れ
を「
高

齢
者
革
命
」
と
ま
で
表
現

し
、「
世
界
は
日
本
が
異

次
元
の
高
齢
化
を
ど
う

方
向
付
け
る
の
か
に
注

目
し
て
い
る
」
と
の
こ

と
。
ま
さ
に
我
が
意
を

得
た
り
の
思
い
に
浸
っ

た
こ
と
を
記
憶
し
て
い

ま
す
。

鉄
道
O
B
会
の
諸
活

動
、そ
の
景
色
は
寺
島
氏

が
論
ず
る
イ
メ
ー
ジ
を

彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が

あ
り
、あ
る
意
味
の
「
社

会
参
画
」
が
継
続
さ
れ
て

い
る
典
型
事
例
の
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。

我
が
鉄
道
O
B
会
、各

J
R
グ
ル
ー
プ
の
今
後

の
発
展
の
た
め
に
も

様
々
な
役
割
を
担
い
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、そ
れ
の
み
な
ら

ず
、こ
の
国
の
再
興
と
い

う
意
味
で
も
、ま
だ
ま
だ

老
け
込
む
訳
に
は
行
か

ず
、活
力
み
な
ぎ
る
人
間

集
団
と
し
て
存
在
し
続

け
る
使
命
が
あ
る
よ
う

に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
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審
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さ
れ
、承
認
さ

れ
た
。
そ
の
他
報
告
事
項

と
し
て
「
２
０
２
５
年
度
上

期
決
算
」「
２
０
２
６
年
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会
議
日
程
」が
あ
っ
た
。

　

日
本
鉄
道
O
B
会
は
11

月
20
日
、今
年
度
第
２
回
理

事
会
を
東
京
都
内
で
開
催

し
た
。

　
理
事
会
で
は
「
２
０
２
６

年
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出
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に
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い
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連
合
会
第
２
回
理
事
会
を
開
催
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空
手
道
は
徒
手
空
拳

私
と
空
手
と
の
出
会
い
は

旧
国
鉄
入
社
後
、
20
代
初
め

の
頃
。

当
時
は
上
司
に
叱
ら
れ
た

り
す
る
と
「
な
ぜ
自
分
だ
け

が
…
…
」
と
い
っ
た
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
で
も
、
こ
こ
で
負
け

て
な
る
も
の
か
、
弱
い
心
を

鍛
え
た
い
と
奮
起
、
猛
勉
強

し
て
憧
れ
の
国
鉄
中
央
鉄
道

学
園
の
大
学
課
程
に
入
学
。

そ
こ
で
空
手
を
始
め
ま
し

た
。
空
手
道
は
徒
手
空
拳
、

武
器
を
持
た
ず
自
ら
の
身
を

護
り
敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
武
道

で
、
〝
こ
れ
だ
〞
と
す
ぐ
決

め
ま
し
た
。

過
酷
な
稽
古

大
学
課
程
二
年
で
空
手
道

部
主
将
を
託
さ
れ
た
時
は
、

拓
殖
大
学
出
身
の
師
範
に
し

ご
か
れ
、
練
習
後
も
一
人

残
っ
て
遅
く
ま
で
稽
古
を
し

た
も
の
で
す
。
凍
え
る
よ
う

な
冬
の
夜
も
汗
が
ほ
と
ば
し

る
ほ
ど
の
特
訓
で
す
。

夏
の
合
宿
で
は
、
先
輩
か

ら
、
厳
し
い
稽
古
で
血
の
小

便
が
出
る
な
ど
と
脅
か
さ
れ

た
も
の
で
す
。
今
も
思
い
出

す
の
は
、
北
陸
羽
咋
（
は
く

い
）
で
の
空
手
道
部
合
宿
の

こ
と
。
〝
今
日
は
足
腰
を
鍛

え
る
〞
と
先
輩
が
宣
言
、
早

朝
海
岸
の
砂
浜
に
集
合
、
ペ

ア
に
な
っ
て
肩
車
（
60
㎏
超

を
担
ぐ
）
、
そ
し
て
空
手
の

基
本
「
前
屈
立
ち
」
（
攻
守

に
最
も
安
定
し
た
立
ち
方
）

で
砂
浜
を
何
度
も
歩
行
さ
せ

ら
れ
る
。
前
夜
飲
み
過
ぎ
た

部
員
に
と
っ
て
、
砂
に
足
を

と
ら
れ
反
吐
（
へ
ど
）
を
吐

く
者
が
出
る
過
酷
な
稽
古
。

そ
れ
で
も
〝
止
め
〞
の
号
令

は
か
か
ら
な
い
。
〝
喉
に
手

を
突
っ
込
ん
で
吐
き
出
し
て

こ
い
〞
と
ま
で
言
わ
れ
た
も

の
。
若
さ
ゆ
え
、
よ
く
ぞ
耐

え
ら
れ
た
も
の
と
今
更
な
が

ら
感
心
し
ま
す
。

三
者
対
抗
体
育
大
会

当
時
、
国
鉄
、
郵
政
、
電

電
（
公
社
）
の
学
園
持
ち
回

り
で
春
・
秋
に
三
者
対
抗
体

育
大
会
が
あ
り
、
時
の
学
長

か
ら
〝
優
勝
を
狙
え
〞
と
檄

が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
春
の

大
会
で
、
「
形
（
か
た
）
」

の
部
で
優
勝
し
た
時
は
、
祝

勝
会
で
学
長
を
胴
上
げ
、
今

が
チ
ャ
ン
ス
と
ば
か
り
空
手

道
部
の
顧
問
就
任
を
お
願
い

し
た
ら
快
諾
、
部
員
か
ら
も

歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。
こ
れ
が
引
き
金
と
な
り

念
願
の
新
道
場
建
設
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

毎
日
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

あ
れ
か
ら
五
十
数
年
を
経

た
現
在
、
空
手
へ
の
思
い
は

消
え
る
こ
と
な
く
、
家
で

黙
々
と
稽
古
を
続
け
て
い
ま

す
。
先
日
開
催
し
た
西
日
本

鉄
道
有
隣
会
総
会
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
空
手
の
形
の
演
武

を
披
露
し
ま
し
た
。
出
席
者

は
、
〝
そ
の
歳
で
よ
く
や
る

ね
〞
と
私
の
素
早
い
動
き
と

裂
ぱ
く
の
気
合
に
驚
い
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
一
旦
空
手
道

着
を
身
に
着
け
る
と
、
歳
を

忘
れ
て
し
ま
う
か
ら
不
思
議

で
す
。

「
人
は
体
を
鍛
え
な
い
と

足
腰
か
ら
衰
え
る
」
と
言
わ

れ
、
毎
日
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
欠
か
し
ま
せ
ん
。
週
数

回
、
腹
筋
・
背
筋
・
ス
ク

ワ
ッ
ト
等
を
年
齢
（
79
歳
）

の
回
数
だ
け
こ
な
し
、
夕
食

後
は
腹
ご
な
し
に
、
板
張
り

に
改
造
し
た
離
れ
座
敷
で
空

手
の
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

夕
食
時
、
多
少
お
酒
が
入
り

ま
す
が
、
そ
の
量
に
応
じ
て

稽
古
に
強
弱
を
つ
け
て
い
ま

す
。
朝
は
「
形
（
か
た
）
」

を
や
り
ま
す
。
血
流
を
よ
く

す
る
な
ど
体
全
体
が
ス
ッ
キ

リ
し
ま
す
。

時
々
、
友
人
と
吹
田
市
武

道
場
で
稽
古
を
し
ま
す
が
、

彼
と
は
20
代
か
ら
の
付
き
合

い
で
す
。
年
に
一
度
、
当
時

か
ら
の
仲
間
が
全
国
か
ら
集

ま
り
、
日
本
空
手
協
会
の
師

範
に
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
い

ま
す
。
終
わ
っ
た
ら
酒
を
酌

み
交
わ
す
い
い
仲
間
で
す
。

空
手
が
今
の
自
分
を
作
っ
て
く
れ
た

人
間
誰
で
も
不
安
は
あ
り

ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
そ

の
不
安
を
解
消
す
る
も
の
が

空
手
で
し
た
。
「
形
」
に
集

中
す
る
と
心
が
落
ち
着
き
ま

す
。
年
を
重
ね
た
今
で
も
不

安
は
あ
る
も
の
、
だ
か
ら
こ

そ
続
け
て
い
ま
す
。

空
手
は
私
の
生
涯
の
友
、

生
き
る
た
め
の
「
道
し
る

べ
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
人
生

の
節
目
に
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
腹

が
座
っ
た
の
は
、
空
手
の
お

蔭
で
す
。
そ
の
心
の
支
え
が

今
の
私
を
作
っ
て
い
る
、
そ

う
思
え
ま
す
。

将
来
の
小
さ
な
夢
は
、
13

歳
と
10
歳
の
可
愛
い
孫
娘
2

人
の
結
婚
式
に
空
手
の
演
武

を
披
露
で
き
た
ら
な
ぁ
と
。

そ
れ
ま
で
元
気
で
い
た
い
も

の
で
す
。

努
力
は
裏
切
ら
な
い

ち
な
み
に
私
の
好
き
な
言

葉
は
、
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
で
優
勝

し
た
野
口
み
ず
き
さ
ん
の

「
努
力
（
走
っ
た
距
離
）
は

裏
切
ら
な
い
」
で
す
。
今
も

共
感
を
覚
え
ま
す
。
自
身
、

い
つ
ま
で
も
「
努
力
を
楽
し

む
」
よ
う
に
な
れ
ば
最
高
だ

と
思
い
ま
す
。

西
日
本
鉄
道
O
B
会
天
王
寺
地
方
本
部
長
　
森
田　

力
夫

空
手
は
生
涯
の
友
、

　
　
　
　

生
き
る
道
し
る
べ

美
術（
切
り
絵
）の
部

　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
て

東
日
本
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
秋
田
地
本
秋
田
支
部　

佐
藤　

房
雄

私
は
、35
年
前
か
ら
活
動
を

し
て
い
る「
秋
田
き
り
え
サ
ー
ク

ル
」で
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

き
り
え
は
、黒
い
和
紙
を
デ

ザ
イ
ン
ナ
イ
フ
で
切
り
抜
き
、そ

の
ま
ま
白
い
台
紙
に
貼
っ
て
完

成
さ
せ
る
作
品
と
、色
彩
豊
か
に

施
し
て
完
成
さ
せ
る
作
品
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
々
の
図
柄

や
雰
囲
気
に
そ
れ
ぞ
れ
の
感
情

を
込
め
な
が
ら
作
品
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。

2
0
1
4
年
に
秋
田
県
で
開

催
さ
れ
た
「
第
29
回
国
民
文
化

祭
あ
き
た
・
2
0
1
4
」に
お
い

て
は
、世
界
自
然
遺
産
で
あ
る
白

神
山
地
の
麓
に
あ
る
藤
里
町
で

「
白
神
山
地
き
り
え
の
祭
典
」
が

開
催
さ
れ
、全
国
か
ら
作
品
を
公

募
し
た「
全
国
き
り
え
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
は
、文
部
科
学
大
臣
賞
を

は
じ
め
、メ
ン
バ
ー
4
人
が
入
賞

し
ま
し
た
。

ま
た
毎
年
、夏
休
み
親
子
き

り
え
教
室
で
の
指
導
の
ほ
か
、作

品
展
示
会
を
2
回
開
催
し
て
い

ま
す
。

お
手
本
は
色
々
あ
り
ま
す

が
、自
分
風
の
作
品
を
自
由
な
発

想
で
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

な
お
、指
を
細
か
く
動
か
す

運
動
は
、「
脳
ト
レ
」
に
も
最
適

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

西
日
本
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
米
子
地
本　

成
相　

幸
雄

西
村　
　

稔

米
子
地
方
本
部
・
成
相
幸
雄

氏
と
西
村
稔
氏
は
、２
０
２
５

年
度
連
合
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
。

成
相
幸
雄
氏
は
、日
本
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
普
及
指

導
員
と
し
て
、鳥
取
県
、米
子
市

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
発

展
の
た
め
、日
々
活
動
し
て
い

る
。
西
日
本
鉄
道
O
B
会
米
子

支
部
の
大
き
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
の
実
行
委
員
長
と
し

て
運
営
に
携
わ
り
、O
B
会
員

の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
地

元
の
老
人
会
の
役
員
も

し
て
お
り
、地
域
の
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

ま
た
西
村
稔
氏
は
、

J
R
退
職
後
、米
子
地
方

本
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
同
好
会
に
入
会
。
地

域
城
東
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
の
会
長
、そ

し
て
米
子
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
副
会
長
と
し

て
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
普

及
、発
展
に
努
め
て
き
た
。

鉄
道
O
B
会
米
子
支
部
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
更
な

る
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
語
っ
て
い
る
。

左から２番目が成相幸雄氏、
左から３番目が西村稔氏
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倉坂　昇治

綿貫　泰之

四之宮　和幸

丹羽　俊介 喜㔟　陽一

犬飼　　新
代表取締役社長

古宮　洋二

（敬称略、順不同）

小
塙

　隆
一

株
式
会
社
ル
ミ
ネ

表

　
　輝
幸

髙
橋

　弘
行

（
株
）J
R
横
浜
湘
南
シ
テ
ィ
ク
リ
エ
イ
ト

田
村

　
　修

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
東
北（
株
）

廣
川

　
　隆

初春を迎え
皆様のご多幸をお祈りします

宮
田

　久
嗣

戸
川

　達
雄

J
R
北
海
道
フ
レ
ッ
シ
ュ
キ
ヨ
ス
ク（
株
）

島
津

　勝
一

坂
本

　孝
司

土
田

　徳
造

岩
本

隆
市

J
R
北
海
道
ホ
テ
ル
ズ（
株
）

横
山

　浩
二

北
海
道
ジ
ェ
イ・ア
ー
ル
都
市
開
発（
株
）

前
川

　直
之

株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
北
海
道
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

滝
沢

　
　健
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Ｊ
Ｒ
高
崎
鉄
道
サ
ー
ビ
ス（
株
）

中
山

　浩
明

雨
宮

　愼
吾

大
泉

　正
一

伏
田

　忠
広

株
式
会
社
J
R
東
日
本

     

テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
T
E
S
S
E
I

（
株
）Ｊ
Ｒ
東
日
本
情
報
シ
ス
テ
ム

川
合

　正
敏

石
川

　明
彦

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

新
井
健
一
郎

Ｊ
Ｒ
東
日
本
メ
デ
ィ
ア（
株
）

竹
澤

　康
行

堀
江

　和
王

Ｊ
Ｒ
東
日
本
レ
ン
タ
リ
ー
ス（
株
）

澤
田

　博
之

株
式
会
社
J
R
東
日
本

び
ゅ
う
ツ
ー
リ
ズ
ム
&
セ
ー
ル
ス

穴
吹

　昌
弘

Ｊ
Ｒ
東
日
本
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社

酒
井

　昌
一

（
株
）Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

（
株
）Ｊ
Ｒ
東
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

森
山

　英
彦

鈴
木

　
　均

株
式
会
社

Ｊ
Ｒ
東
日
本
ネ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

西
尾

　寿
子

盛
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル（
株
）

松
澤

　一
美

根
本

　英
紀

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
都
市
開
発

（
株
）Ｊ
Ｒ
東
日
本
商
事

大
西

　秀
麿

野
口

　
　忍

今
田

　幸
宏

杉
村

　晶
生

松
﨑
哲
士
郎

（
株
）ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

加
藤

　
　毅

　

西
田

　直
人

（
株
）J
R
東
日
本
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

三
林

　宏
幸

日
本
ホ
テ
ル
株
式
会
社

西
野

　史
尚

株
式
会
社
J
R
東
日
本
ク
ロ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

弭
間

　俊
則

J
R
東
日
本
東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
商
業
開
発（
株
）

石
黒

　陽
一

Ｊ
Ｒ
東
日
本

新
潟
シ
テ
ィ
ク
リ
エ
イ
ト（
株
）

中
川

　裕
司

J
R
水
戸
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

中
川

　公
人

株
式
会
社
ガ
ー
ラ
湯
沢

鴇
澤

　良
次

J
R
新
潟
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
㈱

鈴
木

　正
昭

田
中

　康
裕

（
株
）J
R
東
日
本

サ
ー
ビ
ス
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

佐
々
木
千
絵

Ｊ
Ｒ
東
日
本
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス（
株
）

太
田

　朝
道

武
藤

　康
司

伊
藤

　喜
彦

（
株
）Ｊ
Ｒ
東
日
本
建
築
設
計

阿
部

　
　亮

Ｊ
Ｒ
東
日
本
ビ
ル
テ
ッ
ク（
株
）

齊
藤

　
　誠

J
R
東
日
本

　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

（
株
）J
R
中
央
線
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

小
澤

　
　裕

高
崎
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル（
株
）

有
座

　邦
雄

株
式
会
社
J
R
東
日
本

　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

矢
部

　京
子

代
表
取
締
役
常
務


